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《流れ》

弩暉覇鉤餐講習受講
二重県交通安全研 :1多センターが実難する

高齢者講理(難イ1多 )を 費轟藝てくだ婁しヽ,

6憾 歳以上で轟ること.
二羹県寵 :こ 難笹鍵事轟曇こと .
崇鍾華理ヘルメち十 を持 参(:マ なヽ群こと。
無菫量奪羅書難 1婁露イ壬保険等へ加入れてしヽ機又 :よ こ韓か 'う 島曇入することを
無鍾華量毒葬琴:こ iよ 、必ずダヽメI′ メットを着扇すること。
アンケートの轟答 :辱 壌尭ず囁 通と.
三量祭交 i義安全慕露イ:多 センターが実施する高齢者講習を受講すること c,
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対驚 ]二醸揺賛選雙量霧::醤垂≫讐一が賞羹言健轟彗蓬重糞彗瞼轟義

お渡ししたヘルメツトを実際 :こ着用して「見せる啓発」を行つていただ |す る宵を募集 します。

要件

軋彗種用モニター申込
轟齢者講習受講覇寺|こお渡じする

摯講書、警約書を提出してくださ彗。

攀込鴫～1鶏 爾`後 二重察の委託先より自転薫周ヘルメット、アンケー務用紙iまか 選付

隋腱爾見せ繹繹冬濾忽卜 餃.マンケード画鶴
曲転車乗曜蒙寺鐘:感′へ、九暮 与看ヽ を彗驀 :υ、
F見せる書発」髪行つてくださ纂.

ヘルメット受領後1か月以内に
アンケートの回答を行つ くださしヽ。
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